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２０２１年７月１６日（金）
河 藤 佳 彦

市民参加による自治体産業政策
実践事例:産業振興ビジョンと産業振興会議

─ 埼玉県上尾市の取組み ─

出典:河藤佳彦『市民による自治体産業政策』同友館、2019年、第Ⅴ章
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 市民参加による自治体産業政策の実践事例としての埼玉県上尾市。
 上尾市の優位性

①東京都心部に近く幹線道路や鉄道などの交通基盤が充実。
⇒物流や通勤・通学など人の移動性に優れている。

②大都市近郊に位置し、都市近郊農業や食品加工業に適している。
③大小多くの公園があり生活に身近な自然に恵まれていること。

 産業政策の指針としての『上尾市産業振興ビジョン』を策定
（2014年3月）。「上尾市産業振興会議」を設置。

①上尾市の産業の特色を確認
②上尾市の産業政策について概観
③産業振興会議の活動内容を踏まえた政策評価
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JR高崎線上尾駅近辺

５

撮影:河藤佳彦（2019年5月10日）

埼玉県立武道館

埼玉県立上尾運動公園
陸上競技場

６

撮影:河藤佳彦（2019年5月10日）

２．上尾市の産業の特色
（1）上尾市の産業の沿革
上尾百年史編集委員会編『上尾百年史』（上尾市役所、1972年）に基づき

概観（出版年の1972年の時点から捉えた沿革）。

【農業】
1972年時点ではすでに、都市近郊農業としての蔬菜生産、施設園
芸が展望されていること、さらにはレジャー型農業、直売型農業と
いった新たな展開が検討されている。

⇒都市近郊農業や都市型農業、また観光振興における農業の
役割の重要性が高まっている現在においても新鮮な論点。

７
【工業】
上尾市の在来工業:醸造＞酒・味噌・醤油⇒水質、気候、風土、

輸送交通の利便性、大消費地への近接性は食品産業の立地優位性。
上尾町工場誘致条例の制定・施行:１９５２年（１９６０年廃止）。
条例施行期間の８年間に大手会社を含む１０社が立地。
「工場誘致条例」廃止後も、大手会社をふくむ多くの事業場が進出。

首都圏整備の観点から交通網の整備強化が図られ利便性が高められたこ
とにより、上尾市の工場立地の優位性が高まっていったことが分かる。

【商業】
住宅都市としても発展した上尾市において、地域に住む人々、働く人々
が増えることにより、人々を支える商業の役割は大きくなっていった。
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（2）上尾市の産業の特色 ９ 10

【観光】
大都市近郊の特色を活かした観光:都会で働く人々の週末の癒し（公園・街
歩き、買物や食事）
上尾運動公園とその周辺には、地域外から恒常的に多くの人々の来訪を生み
出す大規模なスポーツ施設がある。観光視点からの取組みにより、その集客
力を、地域経済への波及効果に結びつけるという方策も考えられる。

観光は、旅行業、宿泊業、飲食業、運輸業、製造業（特産品の製造）など多
くの産業分野にわたる裾野の広い産業活動によって支えられている。
各地域の個性を活かしながら地域経済の活性化を推進できる。
観光は、地域ブランドとも密接な関係性を持つ。特産品やまちの雰囲気、ま
ちなかの交流スポットの存在、また地域ブランド形成の基盤となる地域独自
の文化や歴史なども広く観光資源として捉えることができる。

11 ３．上尾市産業振興ビジョンの策定
産業関係者を中心とする市民参加のビジョン策定委員会により
2012年9月から策定が進められた。

（1）産業振興ビジョン策定委員会
構成メンバー:学識経験者（委員⾧）、上尾商工会議所 副会頭（副委員⾧）、
上尾商工会議所 専務理事、上尾商工会議所 商業観光振興委員会 委員⾧、上尾
商店街連合会 会⾧、㈱イトーヨーカ堂上尾駅前店 店⾧、上尾ものづくり協同 組
合 理事⾧、上尾商工会議所 工業振興委員会 委員⾧、あだち野農業協同組合 代
表理事組合⾧，埼玉りそな銀行 上尾支店 支店⾧、経済産業省関東経済 産業局
総務企画部企画課 課⾧、埼玉県県央地域振興センター所⾧、市民公 募委員（2
名）、上尾市企画財政部⾧、上尾市都市整備部⾧、上尾市環境経済 部⾧。

工業、商業、農業といった地域産業の各分野の実務関係団体、地域
金融機関、関係行政機関、公募市民という構成になっており、全体
の取りまとめ役として学識経験者（大学教員）が参加しており、
公民連携の態勢が取られている。
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（2）事業者・市民の幅広い意見の反映
ビジョン策定段階:事業者、消費者に対してアンケート調査を実施。
ビジョン作業部会:策定委員会の委員、地域産業の各分野の実務関係
団体の関係者に対し17回のヒアリング調査を実施。
産業振興ビジョン（案）に対するパブリックコメントを実施。
（3）考察
産業振興ビジョンの策定は、地域の諸主体の参画と協働により進めら
れた。協働の場を設けたのは、自治体行政としての上尾市。協働の場
に多様な地域主体の参画を求めたこと、アンケート調査やヒアリング
調査を実施したことにより、市民協働の策定を実現した。
市民協働により策定されたビジョンは、地域の諸主体に共有され易い。
執行機関である行政、審議機関である議会にとり、政策形成や予算編
成の過程における諸判断の際の合理的な拠り所となる。

13

４．産業振興ビジョンの要点と特色

上尾市は、策定過程を経て、2014年3月に産業振興ビジョンを
策定した。本ビジョンは、「農業・商業・工業・観光」をはじめ、
それに関連する様々な分野を「産業」と位置付け、概ね10年間
を目途として、市内産業振興における将来像や基本方針、進むべ
き方向性を示すもの。
本ビジョンの注目すべき特色:ビジョンの実現に向けた推進体
制の構築に重点を置いていること、産業振興に関わる主体の役割
を示していること、スターアップ事業を明確に示すことによって
アクション・プランとしての性格を明確に打ち出している点。
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17 18５．上尾市産業振興会議の位置づけと役割
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【参考】令和２（2020）年度提言

出典:上尾市『上尾市産業振興会議 令和２年度提言書』2021年3月、p.4
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出典:上尾市『上尾市産業振興会議 令和２年度提言書』2021年3月、p.5
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出典:上尾市『上尾市産業振興会議 令和２年度提言書』2021年3月、p.11
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ご清聴ありがとうございました。
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